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会 議 要 旨 

会議名 平成 29年度 第 2回 館山市市民協働条例検討委員会 

開催日 平成 29年 7月 26日（水） 

開催場所 館山市役所 4号館 2階会議室 

出席者 

◆館山市市民協働条例検討委員会委員 10名 

◆館山市（事務局） 

 社会安全課 2人 

公開・非公開の別 公開 一部非公開 非公開 

非公開の場合の理由 

 

傍聴者  0 名 

会議概要・結果等 

○議事 

１ 条例に盛り込む項目及び内容について 

（１）策定の趣旨 

    ・責任という言葉が重すぎるのではないか。（役割という言

葉だけでも十分） 

     ※以降の「責任」という言葉は削除する。 

・協力し合うというより，パートナーという言葉の方がいい

のではないか。 

・憂慮より懸念の方がわかりやすい。 

・市民活動の目的や理念について，幅広くという言葉を追加 

した方がよい。 

 ・市民，ＮＰＯの立場から，コミュニティビジネスの推進が

図れるという効果を入れたらどうか。 

  

（２）条例の解説（各項目の説明） 

     ・（１条）サンゴの北限や、無霜地帯であるといった館山市

の特徴を、具体的に固有名詞を使用し、表現してはどうか。 

・「誰もが住みやすい」という表現を入れたらどうか。 

・（２条）市の定義、行政全体・執行機関というような定義

を追加する。 

・市議会及び市の執行機関を含めた地方公共団体すべてを意

味するものとしたらどうか。 

・（３条）「主体的に参加」ではなく、「市民等は，まちづく

りの主役であり，自発的に参加すること」としてはどうか。 

 

 ２ 次回の委員会の予定 

   ・８月下旬 

 

 

 


